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肥
前
多
久

「
御
屋
形
日
記
」
の
中
の
石
炭
記
事
四

細

川

章

今
回
は
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)
の

「
御
小
物
成
方
役
所
控
」

の
記
事
を
紹
介

し
た
い
。

こ
の
年
代
ま
で
の

「
御
屋
形
日
記
」

「
役
所
日
記
」
に
は
適
当
な
も
の

が
な
か

っ
た
し
、

「
御
小
物
成
方
役
所
控
」
は
以
前
も
、
本
誌
七
号
に
補
助
文
書

と
し
て
引
用
し
て
お
り
、
確
実
な
史
料

で
あ
る
の
で
、
今
後
も

「
日
記
」
類
と
同

様
に
扱

っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

㈲

奉
願

・
上
覚

四
下

・
狩
谷

・オ
・
ゴ
ら
坂
三
所
之
石
炭
五
ケ
年
限

二
〆
、
我
々
洋
堀
方
被
仰

付

ヒ
下
度
、
奉
願
候
、
右
於
被
差
免
老
、
毎
歳
御
運
上
銭
拾
壱
貫
目
ツ
、
相
納

可
申
候
、
尤
、
堀
方

二
付
仕
与
之
義
着
別
紙
之
通
、
相
整
可
申
、
左
候
て
、
年

限
内
之
義
者
、
縦
、
石
炭
出
方
相
尽
候
て
も
、
御
運
上
之
義
着

、
我
ミ
居
宅
其

外
、
持
下
地
亦
、
支
配
亦
を
以
も
無
疎
様
、
相
納
可
申
候
条
、
被
差
免
ヒ
下
候

様
、
御
筋

ミ
宜
御
執
成
奉
願
候

以
上

辰

〔
寛
政
八
年

〕
七
月
廿
八
日

大
塚
三
五
兵
衛
殿

中
尾
支
右
工
門
殿

原

十
郎
殿

重
満

善
之
進

松
永

七
右

工
門

大
川
内

太

平

岩
松

孫
右
エ
門

西
山

元
右

工
門

一

石
炭
掘
方
仕
組

ほ
り
子
拾
人
位
相
部
可
申
候

右
者
兼
和
田
畠
之
作
亦
不
仕
、
松
炭
杯
を
や
き
、
う
ど
ん
、
そ
ば
杯

を
売
、
渡
世
仕
候
者
を
部
可
申
候

運
送
馬
老
、
何
疋
何
某
馬
と
定
、
右
之
外

一
向
運
送
不
仕
、
相
調
可
申
候

右
之
外
、
御
家
中
自
分
之
焼
方

二
調
達
仕
候
者
候
渚
、可
相
渡
候
、
尤
、

運
送
之
義

者
、
定
之
馬
る
外
自
然
御
私
領
外
持
運
候
を
見
当
候

ハ
・

相
替

メ
候
様
被
仰
付
度
候

炭
掘
場
所

へ
風
俗
悪
敷
者
共
、

一
向
不
参
様
二
者

立
入
心
遺
仕
義

二
御
座

候
、
自
然
雑
之
義
も
御
座
候

ハ
・
、
御
聞
合
之
上
、
我

ー
越
度

二
可
被
仰

付
候

狩
谷
井
之
義
者
、
作
道
か
を
運
送
馬
致
往
来
候
得
共
、
村
方
及
迷
惑
候
由

承
候
得
者
、
四
下

・
吃

ゴ
ら
坂
を
掘
方
本
と
仕
可
申
、
尤
、
狩
谷
も
無
拠

ほ
り
不
申
候
て
不
叶
差
立
運
送
馬
者
、
小
侍
往
還
筋
を
致
通
路
候
様
可
相

整
候

右
之
者

二
て
ほ
り
方
之
義
、
仕
組
相
整
可
申
候

以
上

七
月
廿
八
日

右
之
通
相
願
候
末
、
限
十
二
月
十

一
日
ヒ
差
免
候
之
段
と
相
達
候
事

石
炭
運
上
銭
拾
壱
〆
匁
納
方
割

銭
三
貫
五
百
目

同
弐
貫
五
百
目

同

五
貫
目

三
月
中

限

八
月
中

限

十

一
月
中
限

一燭「



〆

右
掘
方
出
方
二
付
、
印
鑑

・
板
札
ホ
左
之
者
共

ヘ
ヒ
相
渡
候
事

馬
牽

南
里
吉
郎
兵
衛
手
男

幸

助

志
田
庄
兵
衛
右
同竹

エ
門

松
尾
徳
兵
衛
右
同源

蔵

馬
散
使
部
兵
右
同

岩
右
工
門

右
本
札
馬

南
里
新
五
兵
衛
馬
牽

喜

十

百
崎
勘
右
エ
門

右
同

弥
三
次

本
主

近
工
門

右
同

権

八

右
下
馬
牽

清
次
兵
衛

平
次
郎

右
之
元
請
手
馬
往
来
気
遣
之
た
め
相
立
置
候
事

四
下
石
炭
山
掘
子

菜
や
原

四
下

徳
右

工
門

三

エ
門

四
下

四
下

多
久
原

〆
五
人

狩
各
山
掘
子狩

谷

以
上

同
所

〆
弐
人

萬

吉

喜

平

助
右

工
門

伝

蔵

六
右

エ
門

右
の
史
料
14
は
寛
政
八
年
七
月
廿
八
日
の

「
四
下

・
は
ば
ら
坂

・
狩
谷
」

の
石

炭
坑
採
掘
願

い
で
あ
る
。

「
四
下
」

「
狩
谷
」
は
既
に
前
回
と
前
々
回
に
出

て
き

た
地
名
で
あ
る
が
、

「
は
ば
ら
坂
」

の
採
掘
は
初
出

で
あ
る
。
場
所
は
小
侍
の
現

国
道
二
〇
三
号
線
よ
り
北
目
添
い
の
旧
唐
津
往
還

の
道
筋
に
あ
た

っ
て
お
り
、
唐

津
往
還
は
太
閤
道
と
も
称
し
、
こ
こ
で
秀
吉
が
腹
痛
を
起
し
た
の
で
腹
巻
を
し
た

こ
と
か
ら
こ
の
地
名
が
出
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(
「
丹
邸
邑
誌
」
巻
之
五
)
。

つ
ま
り
村
名
か
ら
い
け
ば
四
下
が
旧
多
久
原
村
、
狩
谷
が
旧
高
木
川
内
村
、
は
ば

ら
坂
は
旧
小
侍
村
の
内

で
あ
る
。

こ
こ
で
初
め
て
、
小
規
模
な
が
ら
、
石
炭
掘
方
仕
与

(組
)
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
お
り
、
運
上
銭

の
仕
払
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
五
力
年

の
年
限

で
採
掘
を
願

い
出

て
い
る
が
、
年
限
内
に
石
炭
が
出
な
く
な

っ
て
も
運
上
銭
に
つ
い
て
は
こ
れ

を
納
め
る
旨
申
し
出

て
い
る
。

一
年
間
の
運
上
銭
十

一
貫
目
は
三

・
八

・
十

}
月

の
三
回
に
分
け
て
納
め
る
の
で
あ
る
。
掘
子
に

つ
い
て
は
炭
焼
や
う
ど
ん

・
そ
ば

「柳「



な

♪
を

売

っ
て
生

計

を

た

て

て

し
て

、
農

業

に

支

障

の
な

い
も

の
を

あ

て

る
事

に

し

て

い
る
。

四

下

で
は

五
名

、
狩

谷

に

は

二
名

の
掘

子

の
名

が

み

え

る

。

採

掘

し

た

石
炭

は

馬

背

で
運
搬

し

、

こ

れ

に
従

事

す

る

者

は
定

め
ら

れ

た

も

の

に
限

ら

れ

る

。

狩

谷

で

の
採

掘

に

つ

い
て

は
、

運

炭

馬

の
通

行

で
村

方

に
迷

惑

を

か

け

る

よ

う

な

こ

と

が

あ

れ
ば

、

四

下

・
は
ば

ら

坂

の
方

を

主

に
採

掘

し

、

そ

こ

で

は

掘

り

や

め

る

こ

と

と

し

、

小

侍

往

還

(
唐

津

往

還

の

一
部

)

を

通

行

す

る

こ

と

に

し

て

い

る
。

そ

の
ほ

か

採

炭

場

所

へ
風
俗

悪

し

き

者

が

入

込

ま

ぬ

よ

う

気

を

つ
け

る

と

し

て

い
る

。

こ

の
石

炭

採

掘

の
願

は
許

さ

れ

て

、

採

掘

を

続

け

た

ら

し

い
が

、

翌

寛

政

九
年

に

な

る

と

採

掘

が

困

難

で

あ

る

こ
と

を

縷

々

と
し

て
述

べ

て

い
る

。

長

文

の
史

料

で

あ

る

の
で

次

回

に
譲

る

こ
と

と

す

る
。

福
岡
藩
石
炭
史

料
抜

粋

D

安

川

巌

嘉
永
元
年
八
月

水
戸
殿
ヨ
リ
国
産
之
焼
石
所
望
申
来

焼
石

・
生
石
共
目
方
壱
貫
目
宛
追
々
差
廻

(
福
岡
藩
綱
領

巻
五
)

安
政
二
往
六
月
・r
日

幕
府

エ
石
炭
買
上
之
儀
、
留
守
居
ヨ
リ
相
願
、

裏
判
役
毛
利
太
治
右
衛
門

出
府焚

石
百
斤

二
付
、
銀
六
匁
八
分
四
厘
五
毛

(福
岡
藩
綱
領

巻
八
)

(難

髭

肥
戸
廻
り
蕎

豆
寧

由

廻
し
一署

松
寮

生
看

廻
駿

艘
二

而
積
廻
し

二
相
成
ル
。
右
石
よ
り
油
取
ル
仕
様
有
之
由
。
又

ハ
異
国
船

へ
御

渡

シ

ニ
相
成
可
申
哉
、
末
タ
詳
な
ら
す
候
得
と
も
移
敷
御
積
過
し
こ
相
成
申

候
。

(
見
聞
略
記

巻
之
二
)

覚

亜
米
利
加
運
搬
船
壱
艘
、
石
火
午
、
三
挺
有
之
分
、
当
地
商
人
入
来
屋
重
平
と

申
も

の
買
入
仕
候
。
右
船
此
節
美
濃
守
方
泌
買
上
申
候
。
勿
論
右
之
趣
は
江

戸
表
泌
も
申
上
儀

二
御
座
候
。
骨
段
雛
底
仕
候

以
上

(黒
田
長
博
)

松

平

美

濃

守

内

(一
ヒ
○
.貞
へ
つ
づ
く
.
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